
今月の読み物

「よいしょ」の年は終わるのか？

株式会社榎戸材木店
会長　榎 戸 正 人

　歳を取ると立ち上がる時や物を持ち上げるときに、思わず「よいしょ！」の声が出ます。外国ではどう
なのかわかりませんが、日本ではこの「よいしょ！」は男女を問わず、全国に共通の掛け声ではないかと
思います。
　そして今年、「よいしょ！」が上手い女性が総理大臣になりました。あの気難しく傲慢なアメリカ大統
領に気に入られ、日米関係はますます緊密なものとなりました。首脳会談の開始が遅れ、大統領と共に
姿を現し、最初に大統領と一緒にテレビでワールドシリーズを見ていましたなどと笑いを取れる総理大
臣は小泉元総理以来でしょう。
　アメリカと付き合うにはユーモアのセンスはとても重要です。生真面目な日本の政治家には理解でき
ないでしょうが、気の効いたジョークが言えないヤツは大統領になれないと言われる国を相手に会談を
するのですから、笑いを取ることは大切です。
　トランプ氏をノーベル平和賞に推薦するというのは最高のジョークだと思ったのですが、言った高市
首相はジョークではなく「よいしょ！」のつもりで、聞いたトランプ大統領も大満足だったようです。こ
の首脳会談、総理は大統領に媚を売り過ぎたとの批判の声もありましたが、あの気難しく頑固で気まぐ
れな大統領のご機嫌を取ることは日米交渉の第一歩です。
　実際の交渉は生真面目なベッセント財務長官と行うわけで、トランプ氏は座長に過ぎません。座長の
ご機嫌を損ねたら、せっかくの大切な芝居公演は台無しです。主役のベッセント氏と共演して名舞台を
作るには、座長のご機嫌を取ることは大切で、けして批判されるべきものではありません。他の人が総
理になっていたら、あの舞台は作れなかったでしょう。
　しかし、それはトランプ氏がアメリカ大統領として幅を利かせている間のこと。トランプ関税の悪影
響は、これからアメリカを襲います。徐々に上がっていく物価、解雇されると次の仕事が見つからず長
く続く失業……トランプが大統領になれば、今までより生活が良くなるとの期待は裏切られ、失望は怒
りに代わっていきます。
　問題は、そうなった時にトランプ氏がさらにとんでもない政策を打ち出してくることで、何が起きて
も自分のせいだとは認めない人ですから、そのはけ口は外国に向かうでしょう。中国やロシアとの関係
は益々悪化していきます。
　日本にもその刃は向けられるでしょうが、高市総理は簡単には無理な注文には応じません。初めての
日米首脳会談でトランプ氏に媚びているとの批判がありましたが、あの人は優れた猛獣使いなので頭を
撫でる時もあれば、相手が逆らって噛みつこうとすれば鞭を振るうこともあり得ます。日米関係が悪化
しないように上手く納められるかが、新総理の腕の見せ所です。
　日本の防衛費がGDPの 2 ％では少ない。NATO諸国並みに 5 ％にしろと言われても、それを黙って
飲む人ではありません。日本は世界最強の武器を手に入れたのですから、アメリカの言いなりになる必
要はありません。世界最強の武器……それは高市総理です。どこまでトランプ氏を手なずけられるか、
「よいしょ！」の年が終わり、喧嘩の「用意しょ」にならないと良いのですが……いずれにしても、来年は
波乱の年になりそうです。
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と呼ばれ、神社の背後の丘陵の
頂上には「天児屋根命」の墳墓石碑が拝殿で保管さ
れていた。
　この神社の近くの「新田神社」が薩摩一宮神社
で、天照大神の孫神にあたる「瓊
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とする神社でなかなか立派な環
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宮神社らし
い、一ノ鳥居から山上の社殿に向かって真っすぐ
桜並木の参道が延びすばらしい神社であった。
　今回の目的は奈良春日大社、第三殿の
「天

あめのこやねのみこと

児屋根命」神様が天孫降臨神話の聖地をさぐる
旅であったので、この「射

いすぐり

勝神社」のことについてもう少々探って書いて見た。

　案内書の中にこんな書があった。
　社は川

せん だい

内の水引村川底（住所）にあり。昔の八丸城址に在り。社殿は小高き台地に在りて、昔は大木繁
茂し居たれど今や切倒されて少し残れるのみ。国道より遙かに見ゆ。起源は往古、天児屋根命、皇祖天
照大神の御詔勅を執行し賜ひ、該命が薨去にいたる迄、経歴の地にして即ち該命の霊牌安置奉斎の廟所
とす。毎年旧暦十一月七日祭典を執行す。
　此の神社に射勝と名付けたるは、戦役に出陣する我が川底部落の者は、決して戦死負傷することなく
必ず凱旋す。之はその神社の神様が戦場に共に御出現になられて御守り下さるとか言ふ事からなりと。
故にその武の御神として強き神様なりと部落の者は信じて、今も参拝者あり。それ故古人は射勝と付け
しとか。
　これが「川内地方を中心とする郷土史と伝説」
　写真で見るように田舎の風景がなんとも郷愁を誘う旅であった。
　我々が訪問する事を事前に連絡でこの川底の村人は総出にて草刈や環境整備に大変な苦労をおかけし
たのではと感謝している。
　日本神話や天孫降臨神話等九州は多くの聖地があるが、趣味や興味のある人にはたまらない、みぶる
いする程見る所が沢山ある。
　他に霧島神宮、加治木春日神社、鹿児島神宮、新田神社、等何神社か参拝した。
　たまには東京と仕事をはなれ、神仏に感謝し夢のような神話に浸って見るのも人生の栄養と私にとっ
ては生の記事が書けてうれしい機会でもあった。

 令和 7年 5月30日
参考資料
　春日大社案内書より

関東と関西・奈良よりの参加者による「天児屋根命」神様
に祭事と神

の り と

詞を上げる様子。
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